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GARPにおける基礎資料群計画＊
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　この解説は，GARPの合同組織委員会（Joc）のD66s委員長から，学会誌に掲載して基礎資料群計画

の現状を日本の気象関係者に周知させて欲しいという書簡を付して気象集誌編集委員長あてに送付されたも

のであるが，その性格上，「天気」誌上にて紹介するのが妥当と考えられるので，本母利広氏の翻訳により

ここに掲載する．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（天気編集委員会）

　1．序　論

　国際学術連合（ICSU）と世界気象機関（WMO）とで

確立された地球大気開発計画（GARP）では，数値実験

モデルの性能を相互に比較したり，種々の観測体系の特

性を研究したり，あるいは4次元資料同化作業技術紳＊

を開発したりすることを主体とした一連の数値実験をよ

びかけている．

　必要な種々の数値実験を設定し組織するために，合同

組織委員会（Joc）は，数値実験に関する作業委員会を

設置した．そして，この委員会の第1回会議（1968年6

月）で，数値実験の基本的な道具としてグ・一バルな資

料群の必要性を認めた．これらの資料のいくらかは，大

循環シミュレーションから得られるけれども，実際の気

象観測所からの生の資料を得ることも，必要欠くべから

ざるものであると考えられた．GARP計画委員（Jps）

によって企画された計画にもとづきJocは基礎資料群

計画に着手することを決議した．この計画のおもな目的

は，現在考えうる限り最上の全球を蔽う観測網を手に入

れるために，できる限り多くの情報源から気象資料を集

めることである．そこで，1969年11月，1970年6月の2

ヵ月間の資料を集めること，およびこの集めた資料をグ

ローバルな解析の準備に用いるべく格子点の値としてデ

ィジタル形式であらわすことが決議された．

　＊The　Basic　Data　Set　Project　for　GARP　Pla－

　　nning
＊＊Joint　Plaming　staff　for　GARP

榊＊4－dimensional　data　assimilation気象衛星や定

　　圧気球などで非定時（asynoptic）に観測される

　　気象資料を天気図解析にとりこむこと。
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2．計画の構成

　（a）観測資料

　資料の収集にあたっては，現行の現業通信システムで

グ・一バルな資料の交換を行なっているルーチンの地上

および高層観測に基礎をおくことが決定された．そし

て，このシステムで収集できない観測資料は，郵送によ

って集めることになった．世界気象中枢（WMC）のワ

シントンとして活動している米国のNOAA（天気Vo1・

18，No．4，新語解説参照）は北半球の資料の収集と全

資料の最終編集を担当し，同じくWMCのメルボンと

して活動しているオーストラリア気象局は，南半球の資

料の収集を担当する．この2つの中枢は，現業通信回線

で収集できない観測資料のリストを作成し，それぞれ責

任を受もっている収集中枢や国家気象機関に対して資料

を郵送するように要求する．世界のすべての気象機関

は，この計画をWMOを通して通知され，正規の観測

において精度の高い観測を維持し，臨時に設立された観

測所からの観測をも行なうように要請された．

　さらに，観測網が非常にまばらである200Nより南の

地域で，できるだけ多くの資料を入手するためにはより

多くの努力が必要であると認識された．ゆえに，船舶や

航空機からの資料を得るための特別な方法を考え，それ

を，船会社にはWMOを通して，航空会社には国際航

空運輸協会（IATA）を通して，またIATAに加盟して

いない航空会社には直接，通知した．気象衛星からの雲

の航跡による風，垂直温度分布の資料や，全世界の雲写

真をできるかぎり多く得るために，非常な努力がはらわ

れた．

　（b）解　析
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　1枚の天気図で全世界の解析を行なうことは困難であ

り，熱帯と熱帯以外の地域では解析の方法が異なるの

で，解析範囲を次のわずかずつ重った3地域に区分する

ことにした．

　（1）200N～900Nの北半球

　（2）300N～30。Sの熱帯

　（3）200S～900Sの南半球

　WMCのメルボルンとワシントンは，それぞれ南半

球，北半球の解析を担当する．熱帯に対しては，特別解

析中枢をCosta　Rica大学の協力のもとにSanJos6に設

置する．この場合，この大学のWMO訓練センターを

利用することや，このセンターにいる専門家からの指導

や援助を得ることなどが可能である．Costa　Rica大学

の解析中枢は，熱帯の解析を担当するだけでなく，南北

両半球での200～300の重った地域の解析結果を統合する

ことも担当する．

　5．計画の実行

　現業通信回線による資料の収集が，300Nより南のほ

とんどの地域では不完全なことがわかった．例えば，ア

フリカや南アメリカの高層資料は，収集中枢に集められ

る予定の90％に満たない．しかし，未入電の観測資料を

郵送してほしいという請求に対する返答は，非常に良か

った．時間はかかるけれども，この方法で，特定のデー

タ収集センターや国立気象機関から未入電の観測資料の

大部分を補なうことが可能となった．このようにして，

基礎資料群は，ルーチンの地上・高層観測で得られるも

のより多くの観測資料を含むようになるだろう．

　船舶や航空機の特別観測の資料に対する請求の返答も

熱心に行なわれた．毎日1，200から1，500ぐらいまでの数

の観測資料が，これら2つの情報源のおのおのから得ら

れた．これらの資料は，非常に重要ではあるが，残念な

ことには，その有用性がそれら船舶や航空機の数に必ず

しも正比例していない．なぜならば，船舶や航空機は幅

の狭い航路や航空路の中を運航しているので，資料がそ

の狭い範囲に集まってしまって，広大な海洋域では，ほ

とんどどんな資料も得られないからである．

　このような資料の少ない地域に対しては非常に多くの

気象衛星の資料が，アメリカから提供され，非常に有効

である．特に重要な資料は，ATS－1（太平洋を受持つ）

とATS一丑（大西洋を受持つ）からの，雲の航跡による

風の資料や，NIMBUS一皿からの垂直温度分布の資料で

ある．ATS』による6月の風の資料は，残念ながら利

用できなかった．適当な縮尺と投影法を表わされた雲の
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写真と赤外の写真モザイクが両期間作成されて，解析作

業の助けに非常に有効であることがわかった．

　観測資料の編集とカードヘのさん孔は11月の資料は，

1971年の中頃までに，6月の分については，1971年の終

りまでに完了することが期待される．解析作業は，欠け

た観測資料の収集に長時間要したので開始が遅くなった

が，その後は順調に進んでいる．しかし，熱帯と南半球

の手作業による解析の完成が，莫大な仕事であり，これ

らの解析の統合やディジタル化にも時間がかかるので，

解析の最優先権をO　O　GMTの天気図に与えた．これ

は，完全に連続している解析資料をできるだけ早く利用

できるようにするためである．11月の00GMTの解

析資料のディジタル化が1971年の終りまでに，6月のが

1972年の初めまでにでき上っていることが期待される．

　ディジタル化に加えて，プロットされた資料も含めて

天気図の形式で出版されるだろう．これらは，南北両半

球では，地上と500mbの天気図，熱帯では，250mbと

200mbの天気図で，1972年の初めまでにでき上っている

と期待される．

　生利用可能な資料の種類

　次のものは，基礎資料群に含まれている資料の簡単に

まとめたものである．

　（S）観測資料

　（1）陸上観測所からのルーチンのシノプチック地上観

　測資料

　・現業通信回線によって受け取る．

　・欠けた観測資料は，郵送によって受け取る．

　時間：00，06，12，18GMT

　（n）陸上と海上の気象観測所からのルーチンの高層

観測資料（ラジオゾンデ，レーウィン，パィ。ットパル

ーン）

　・現業通信回線によって受け取る．

　・欠けた観測資料は，郵送によって受け取る．

　時間：00，06，12，18GMT
　（iii）船舶からの気象観測資料

　・ルーチンのシノプチック海上気象観測資料は，現業

通信回線によって受け取る．

　・沿岸の無線局に伝送できないルーチンの観測資料に

ついては，写しを郵送によって受け取る．

　・観測の正規の役割を持っていない船舶からの特別観

測資料は，郵送によって受け取る．

　時間：00，06，12，18GNT

　（iv）航空機からの気象観測資料

、天気”18．8．



　・ルーチンのAIREPSは，

け取る．

　・特別観測資料は，郵送によって受け取る．

　時間：非定時

　（v）USAの静止衛星ATS－1とATS一皿の雲の航

跡による風の資料

　・3指定面（1000mb，850mb，200mb）については，

郵送によって受け取る．

　観測範囲：赤道上のほぼ1500Wと500Wとを中心

とした半径500kmの円内．

　時間：非定時，

　（vi）SIRS垂直温度分布資料（南半球の海洋域のみ）

　・郵送によって受け取る．

　時間：非定時

　（b）解　析

　（i）等圧線，等温線，前線，収束帯を示す地上天気

　　図

　時間：00，12GMT
　（ii）南北両半球の200～gooに対しては，等高線と等

温線を熱帯の300S～30。Nに対しては，流線と等風速線

を示す高層天気図

　指定面：1000，850，500，250mb
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現業通信回線によって受　　　時間高層解析資料は，南北両半球ではWMCのワシ

　　　　　　　　　　　　　　ントンで使っている八角形格子（格子の大きさ，600で

381km）を用いた格子点の値として，熱帯では緯度，経

度の平行な格子（格子の大きさ，30×30）を用いた格

子点の値として示される．

　5．資料の入手法

　基礎資料群に含まれる全資料は，現在WMCのワシ

ントンで編集されている標準7トラック，1／2インチ磁

気テープに入れられる予定である．WMCのワシント

ン，メルボルンは，またおそらくはモスクワも，基礎資

料群の担当国として世話をし，この資料に興味を持って

いる利用者からの請求に対しては，技術使用料と請求資

料の送料等の原価料金で提供する．

　資料が得られた正確な位置とともに，その利用できる

全資料の種類，分布，様式についての詳しい情報を含

む，GARPの基礎資料群計画での総合報告は，この全

計画が終りに近づいたころ，おそらく1971年の後半の間

に出されるだろう．そして，これは，GARPPublication

Seriesにのせられ，各国の気象機関と同様に，国際的な

科学委員会に配布する予定である．

　　　　　　　　　　　　（気象庁高層課　本母利広訳）

月例会のお知らせ

主題：高層気象

日　時：昭和46年10月29日（金）9．30～12．OO

会場：第2会議室

1．清水正義（高　層　課）：大気オゾンの湿潤光化学反

　　　　　　　　　　　　　応と輸送過程について

2．中島正一（高　層　課）：舘野におけるオゾンゾンデ

　　　　　　　　　　　　　観測結果の低層部分につい

　　　　　　　　　　　　　て（第2報）

3．折口忠夫（福岡管区）：ラジオゾンデの気温ペンフ

　　　　　　　　　　　　　レ防止について

4．吉田宗徳（高層気象台）：気球の破裂高度について

5．浦江栄（仙台管区）：ターゲット用コーナレフレ

　　　　　　　　　　　　　クターアンテナの試作につ

　　　　　　　　　　　　　いて

6．迎　正秋（高　層　課）：気象要覧用偏差図の客観的

　　　　　　　　　　　　　解析について

7．五月女敬太郎（高層課）：指定気圧面の風の内挿方法

　　　　　　　　　　　　　について
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